
第 33 号会報荒井山☎621－6273  令和元年九月八日 

会
報
荒
井
山 

九
月
八
日(

日)

今
年
度
第
三
回
目
の

役
員
班
長
会
議
が
荒
井
山
ハ
ウ
ス
二

Ｆ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
報
告

で
は
七
夕
祭
り
、
敬
老
の
お
祝
い
、
宮

中
文
化
作
品
展
、
の
各
課
題
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
役
員
人 

事
に
つ
い
て
は
総
務
部
副
部
長
に
監

事
の
松
原
光
雄
氏
が
兼
任
就
任
す
る

経
緯
の
説
明
が
あ
り
次
年
度
の
会

長
・
副
会
長
選
出
に
つ
い
て
も
手
順

説
明
が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
敬
老
対
象
者
七
十
五
歳
・

八
十
歳
九
十
歳
百
歳
の
方
、
総
数
は

三
十
九
名
で
九
月
十
六
日
の
敬
老
の

日
に
二
条
十
七
丁
目
の
海
鮮
中
華
れ

ん
げ
堂
で
お
祝
い
の
会
が
企
画
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
今
月
二
十
八
日
に
開

催
予
定
の
宮
中
地
域
文
化
作
品
展
に

つ
い
て
も
昨
年
同
様
の
内
容
で
実

施
、
多
数
の
出
展
要
請
が
あ
り
ま
た
。 

広
報
部
発
行
第
三
回
役
員
班
長
会
議 

〔
議
事
録
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
〕 

〇
会
長
報
告 

次
第
に
あ
る
よ
う
に
七
夕
・
敬
老
祝

宮
中
文
化
作
品
展
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

に
つ
い
て
審
議
の
他
、
副
会
長
・
総
務

部
長
に
つ
い
て
詳
細
説
明
を
し
た

い
。 

〇
七
夕
祭
り
参
加
総
数
は
二
百
八
十

六
名
、
カ
ブ
ト
ム
シ
が
好
評
。
食
材
関

係
も
お
お
む
ね
良
好
で
あ
っ
た
。 

・
他
町
内
会
参
加
も
分
け
隔
て
な
く 

気
持
ち
よ
く
参
加
で
き
た
。 

・
短
冊
飾
り
つ
け
の
子
供
参
加
は
現

実
的
に
は
時
間
的
に
不
可 

〇
宮
中
地
域
文
化
作
品
展
開
催
時
間

が
少
な
く
問
題
多
し 

〇
総
務
部
長
・
副
会
長
問
題
に
つ
い

て
坂
東
総
務
副
会
長
か
ら
辞
任
の
申

し
出
が
あ
り
、
総
務
部
長
に
つ
い
て

は
松
原
監
見
提
出
事
を
兼
任
で
副
総

務
部
長
等
し
て
本
日
付
け
で
承
認
就

任
決
定
。 

・
正
副
会
長
選
出
会
議
で
の
参
考
に

す
る
為
参
考
意
見
を
役
員
班
長
依
頼 

〇
松
原
光
雄
監
事
自
己
紹
介 

春
か
ら
監
事
と
し
て
会
計
監
査
を
通

じ
町
内
会
の
活
動
を
把
握
、
国
鉄
・
Ｊ

Ｒ
各
種
人
事
・
営
業
畑
を
経
緯
し
現

在
は
フ
リ
―
で
あ
る
が
町
内
会
の
支

え
を
果
た
し
た
い
が
一
気
に
行
く
か

は
状
況
次
第
で
判
断
し
た
い
。 

〇
敬
老
の
日
の
お
祝
い
に
つ
い
て 

九
月
十
六
日
十
三
時
半
～
れ
ん
げ
堂

で
実
施
。
回
覧
で
の
募
集
に
つ
い
て

は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。 

〇
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て 

実
行
委
員
は
参
加
者
か
ら
選
抜
が
基

本
で
あ
る
が
現
在
ま
だ
ゼ
ロ
。
参
加

者
募
集
中
。 

〇
会
計
部
一
般
会
費
入
金
進
捗
状
況

七
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
未
納
は
九
班
と

十
三
班
の
二
つ
の
班
の
み
。
特
別
会

員
法
人
は
プ
レ
イ
シ
ャ
ス
ラ
ン
ド
・

ら
く
ら
宮
の
森
の
二
法
人
で
す
で
に

請
求
書
を
発
送
済
み
収
入
全
体
は
六

十
パ
ー
セ
ン
ト
の
進
捗
状
況
。 

予
算
執
行
率
は
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
で

推
移
。
サ
イ
レ
ン
ス
宮
の
森
に
つ
ぃ

て
は
請
求
書
を
発
送
済
み
。
イ
ン
ハ

ビ
ッ
ト
管
理
会
社
に
つ
い
て
は
至
急

請
求
書
を
発
送
の
予
定
。 

〇
保
安
部
八
月
二
十
五
日
防
災
フ
ェ

ス
テ
バ
ル
実
施
来
年
度
は
大
倉
山
小

学
校
が
担
当
な
の
で
多
く
の
参
加
を

望
み
た
い
。・
街
路
灯
三
灯
札
幌
市
に

移
管
、
十
班
に
も
街
路
灯
を
設
置
予

定
。
〇
衛
生
部
十
一
月
十
四
日
癌
検

診 

〇
敬
老
の
祝
い
九
月
十
一
日
に

商
品
券
担
当
者
に
配
布
予
定 

〇
広
報
部
広
報
九
十
三
号
を
回
覧 

〇
荒
井
山
倶
楽
部
参
加
者
が
減
少
気

味
特
に
麻
雀
の
参
加
者
募
集
中 

〇
宮
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
域
文
化
作
品
展
は

多
く
出
せ
る
工
夫
を
学
校
と
共
に
し

て
い
き
た
い
。 

〇
管
理
棟
入
り
口
鍵
チ
ェ
ー
ン
位
置

が
変
わ
る
の
で
駐
車
の
つ
い
て
は
管

理
棟
側
に
寄
せ
て
駐
車
を
徹
底 
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〔
七
夕
祭
り
荒
井
山
緑
地
〕 

 

 

〔
女
性
部
陶
芸
体
験
教
室
〕 

 

コ
ラ
ム
荒
井
山
先
日
、
西
武
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
山
川
穂
高
選
手
と
落
合
博
満

三
度
の
三
冠
王
で
あ
る
球
界
随
一
の

慧
眼
主
（
大
谷
翔
平
の
二
刀
流
を
当

初
か
ら
支
持
）
と
の
対
談
を
聞
い
た
。

現
在
本
塁
打
四
一
本
打
点
百
十
打
点

の
パ
リ
ー
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
の
山
川

選
手
が
ど
う
す
れ
ば
三
冠
を
と
れ
る

か
と
尋
ね
た
ら
、
意
外
な
言
葉
が
落

合
レ
ジ
ェ
ン
ド
か
ら
返
っ
て
き
た
そ

れ
は
全
く
技
術
的
な
事
で
な
く
「
練

習
の
た
め
に
家
を
球
場
近
く
に
引
っ

越
し
た
そ
う
だ
ね
、
そ
れ
を
聞
い
て

本
物
だ
と
思
っ
た
。
あ
と
は
人
に
見

え
な
い
所
で
見
え
な
い
時
間
で
如
何

に
努
力
す
る
か
本
人
次
第
」
と
の
答

え
。
要
は
人
よ
り
二
十
四
時
間
ど
れ

だ
け
努
力
し
た
か
で
結
果
が
出
る
。

山
川
選
手
は
現
在
打
率
で
苦
し
ん
で

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
ど
ん
な
結
果

を
残
す
の
か
三
冠
王
で
の
〔
沖
縄
の

生
ん
だ
ど
す
こ
い
ポ
ー
ズ
〕
を
見
て

み
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
た
。
〔
戎
記
〕 

〔
八
月
資
源
回
収
実
績
〕 

 

〇
お
悔
や
み
の
お
し
ら
せ 

七
月
十
一
日 

七
班 

 
 

寺
田
政
代
さ
ん 

 

弔
問 

 

戎 

会
長 

 
 

八
月
十
七
日 

八
班 

 
 

吉
田
顯
治
さ
ん 

 
 

弔
問 

 

戎 

会
長 

 
 

八
月
二
十
三
日 

十
一
班 

 
 

野
中
敏
子
さ
ん 

 

 
 

弔
問 

 

戎 

会
長 

   

   

   

   

   

   

   

   

新聞 2,910kg 17,460円 

雑誌 260kg 780 

段ボール 1,140  4560 

アルミ缶    25   1,000 

布類     10  30 

鉄類     50     100 

計 4,452.4kg  24,334円 

前年比 145％ 155％ 

 

荒
井
山
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
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